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【対象】 当科にて各種の不妊原因によって IVF-ET を行った患者のうち、形態良好胚を 2 または 3
個胚移植し得た 42周期を対象とした。 




を評価した。また PI 値と妊娠予後との関連性を評価するため relative-operatingcharacteristic 
(ROC)curve を用い検討した。 
【結果】 これら 42症例において、妊娠は 21例に成立した。妊娠群の PI 値は 2.25±0.66 と非妊娠
群の PI 値の 2.74±0.40 に対し有意に低い値を示した。さらに妊娠群 21例中、妊娠継続群 8例と流
産群 13 例との比較では、妊娠継続群の PI 値は 1.77±0.49、流産群の PI 値は 2.62±0.53 と、妊娠
継続群が有意に低い値を示した。一方、ROCcurve を用いた評価では、妊娠成立における子宮動脈血




合、PI 値 2.4 以下の状態が良好な着床環境であると考えられた。採卵周期の胚移植がよいか、凍結
胚として別周期の移植がよいか、という胚移植を行う時期の検討に利用できる可能性が考えられた。 
 










との関連性の評価には relative-operatingcharacteristic(ROC)curve を用いている。 
結果、妊娠群の PI値は 2.25±0.66 と非妊娠群の PI 値の 2.74±0.40 に対し有意に低い値を示して
いる。また、妊娠継続群と流産群との比較では、妊娠継続群の PI 値は 1.77±0.49、流産群の PI 値
は 2.62±0.53 と、妊娠継続群が有意に低い値を示している。このことは、血管抵抗の少ない状態が
良好な着床環境であることを示し、ROCcurve を用いた評価では、子宮動脈 PI 値が 2.4 以下で妊娠成
立の可能性が高いとしている。一方、子宮内膜厚と妊娠成立との間、ホルモン値と妊娠成立との間に
は、有意な関係は認めていない。 
子宮血流と妊娠成立との関係は以前より検討されているが、胚移植後の時期での検討である。本研
究の意義は、胚移植前に検討を行うことにより、胚移植の時期を決定することができることである。 
以上より、本研究は生殖医療分野の臨床治療学に貢献するものであり、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
